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本稿は『パララトン』第１章の翻訳である。
『パララトン』は散文の中期ジャワ語による歴史物語で，シンガサリ朝
（1222－1292年）の創始者ケン・アンロクの物語から始まって後継王朝マジ
ャパヒトの末期1481年まで３世紀近くにわたる諸王の事績を扱っている。た
だし，マジャパヒト朝時代の記述（第７－18章）は簡略でほとんど略年表に
近い部分もある。現在の形になったのは15世紀末から16世紀初めと推定され
るが，このように作品としては未完成である｡『パララトン』は神話的，伝
奇的な叙述スタイルをとるものではあるが，９世紀以降質量ともに豊かなジ
ャワ文学の中で，時間順序に従って長期間を物語るという意味で最初の「歴
史書」であり，13世紀から15世紀のジャワ史の基本史料である。荒唐無稽な
叙述や検証不可能な内容が多いとはいえ，文献『デーシャワルナナ』(別名
『ナーガラクルターガマ』，1365年）や金石文，また場合によっては漢籍な
ど他の史料との比較検討から，批判に耐えうる歴史的事実が含まれているこ
とも明らかである。
ケン・アンロク Ken Angrokはケン・アロク Ken Arokとも書かれる。そ
の前後の時期は歴史史料として信頼性の高い金石文が知られず，彼が歴史的
実在であったかどうか疑問がないわけではないが，実在性を認めて在位を
1222－1227年とするのが通説である。その没年は本稿末尾にはシャカ1169年
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〔翻 訳〕
〔AD1247〕とあるが，他の諸史料との比較検討から AD 1227年が正しいと
されている。
『パララトン』はブランデスによる初版（1896年）をクロムが大幅に増訂
し，1920年にバタヴィア学芸協会の叢書第62号として刊行された第２版が今
日なお基本的なテキストであり研究である。J. L. A. Brandes, Pararaton (Ken
Arok) of het boek der koningen van Tumapel en van Majapahit, tweede druk
bewerkt door N. J. Krom, s Gravenhage en Batavia, 1920, 343pp。ここには諸
写本の校訂に基づくローマ字化されたテキストと校訂への注釈，翻訳と訳注，
解説，系図や年表，索引などが含まれている。テキストの校訂は，ブランデ
スが依拠した３写本に加えてさらに８写本，合計11の写本に基づいて行われ
ている。
本稿はケン・アンロクの誕生から死亡までを述べる第１章本文の上記オラ
ンダ語訳からの翻訳である｡『パララトン』を全18章に区分したのはブラン
デスであって，原文がそのような構成になっているわけではない。ブランデ
スは王の代替わり毎に章を改めた。その結果，各章の長さは様々で，最後の
ほうはわずか数行にすぎないことがある。第１章が最も長くて，おそらく全
体の三分の一を占める。また各章のタイトルとしての王名や即位年もブラン
デスがつけたもので，ジャワ語原文には存在しない。
翻訳に当たってはブランデスやクロムによる注釈はあまりに大量なためす
べて割愛した。オランダ語訳あるいは入手の必ずしも容易でないインドネシ
ア語訳で読むしかないものを日本語でともかくも紹介したいと考えたためで
ある。これら注釈を翻訳に生かすよう努めたのはもちろんだが，それでも意
味の捉えにくいところがいくつもあるのは，一部分は訳者の能力のせいであ
るが，一部分はテキスト自体が難解あるいは不可解なためである。
英訳は管見の限りいまだ存在しない。少なくとも２種類のインドネシア語
訳があり，翻訳に当たって参照はしたものの，疑問点の解決にはあまり役立
たなかった。そこに示されるのもひとつの解釈であって，その当否を判断す
るには本来ジャワ語原文に則した検討が必要であり，訳者にはその能力がな
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いからである。Pitono Hardjowardojo, Pararaton, Bhratara, Djakarta, 1965,
64pp. ; Padmapuspita, Pararaton, Teks Bahasa Kawi dan Terdjemahan Bahasa
Indonesia, Penerbit Taman Siswa, Jogjakarta, 1966, 95pp.
上記オランダ語書名中のトゥマプルはシンガサリの当時の名前であり，本
文に言うようにまさしくカウィ山の東に位置する。本文中に出てくる都ダハ
はカディリ Kadiriともいい，現在のクディリである。このように東部ジャ
ワのブランタス河流域が舞台になっているのだが，本文中の地名には位置を
特定できないものが多い。役職名や一般名詞にも意味を確定できないものが
多い。[ 〕は訳者が補ったものであるが，必ずしも確信があるわけではな
い。
固有名詞や普通名詞のカタカナ表記および初出時につけたローマ字表記は，
上記1920年版テキストのローマ字表記に基づいている。しかし本稿のローマ
字表記では母音文字上の長音記号などの特殊記号は省略した。しがってサン
スクリット語源の語でも標準的なローマ字綴りやカタカナ表記と異なる場合
がある。とくにｖがｗで表記され，たとえばシヴァはシワ，ヴィシュヌはウ
ィシュヌとなる。またインドネシア語の綴り字法とは異なる。
一般読者のための日本語の参考文献としては，N. J.クロム著 有吉巌編
訳『インドネシア古代史』(天理教道友社1985年）がよい。そこでは歴史像
を再構成するための重要な資料として『パララトン』がかなり詳しく紹介，
検討されているので，本翻訳を読み，理解するための格好のガイドブックで
ある。その前にジャワ史の流れを簡潔につかむには池端雪浦編『東南アジア
史Ⅱ島嶼部』(山川出版社1999年）がよい。またこれより少し詳しい『岩波
講座東南アジア史』の第１巻，第２巻（岩波書店2001年）がある。土屋健治
他編『インドネシアの事典』(同朋舎1991年）の関係項目も有益である。
本文は予言で始まるが，ジャワ文学史における予言の位置については青山
亨の議論がある｡「叙事詩，年代記，予言 古典ジャワ文学にみられる伝
統的歴史観」『東南アジア研究』32１（1994)，pp. 3465.
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即位名シュリー・ラージャサ Sri Rajasa，別名バターラ・サン・アムール
ワブーミ bhatara sang Amurwabhumi，またバターラ・グル bhatara Guru，在
位シャカ1144－1149（1169）年〔AD1222－1227 (1247)〕
ケン・アンロク伝承はつぎのようである。
（予言）ことがらは，ジプト Jiputに未亡人がいたことに始まる。彼女に
は子供がいたが，その子はぐれて，女をたぶらかし，不可視のものに仕えて，
詐欺を働いた。やがて男はジプトからブララク Bulalak地方へと逃げた。
そこの長はムプ・タパワンクン Mpu Tapawangkengであった。庵に楼門
を建てようとして門戸の神から赤い山羊を求められたタパワンクンは言った
「赤い山羊を供えよとの求めは満たしようがない。供犠しないのは許されな
いと人はみな言うだろうし，もし楼門で人が死んだら私は地獄に落ちるだろ
うが，できないものは仕方がない｣。かの放縦者が楼門の供えになるのを引
き受けた。そうすることでウィシュヌの世界に戻るためであり，そして再び
人間の世界に身分ある者として生まれ変わるためであった。ムプ・タパワン
クンはその瞬間，男が望みどおり生まれ変わるのを許した。男は七国を遍歴
した。男が死ぬとムプ・タパワンクンは男を供物として引き取り，ことが終
わると，約束どおりに男はウィシュヌの世界へと飛び去った。そしてカウィ
Kawi山の東で生まれ変わることを求めた。
（本来の物語の始まり）バターラ・ブラフマ Bhatara Bhrahmaは自分の子
を生むことのできる女を待っていた。たまたま若い新婚のカップルがいた。
夫はガジャパラ Gajahpara，妻はケン・ウンドク Ken Endokといい，土地を
耕す農民であった。ケン・ウンドクはガジャパラのために田んぼ sawahに
食事を届けた。
ケン・ウンドクが食事を運んでいく田んぼをアユガ Ayugaといい，彼女
が住む地区をパンクル Pangkurといった。そのときバターラ・ブラフマが
降りてきて，トゥガル・ララトゥン Tegal Lalatengで彼女と寝た。バターラ
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ケン・アンロク伝
・ブラフマは彼女に一つの義務を課した｡「お前は二度と夫と寝てはならな
い。もし夫を受け入れるようなことがあったら，奴は死ぬだろうし，わしの
息子も傷つく。わしの息子はケン・アンロクと名付けよ。息子はやがてジャ
ワの国の有り様をすっかり変えてしまうだろう｣。バターラ・ブラフマは姿
を消した。ケン・ウンドクは田んぼへの道をたどり，ガジャパラのもとにき
た｡「ねえ，ガジャパラ，トゥガル・イン・ララトゥン Tegal ing lalatengで
不可視の神に犯されてしまったの。神は二度と夫と寝てはならないと命じた。
どうしても寝てしまったら，あなたは死ぬし，神の子は傷つくというの｣。
ガジャパラは家へ帰った。そしてもう一度寝ようと妻を誘った。ケン・ウン
ドクはもう夫に関わろうとしなかった｡「ガジャパラ，私たちの結婚は終わ
ったの。あなたと二度と一つになってはならないとおっしゃった神様の言葉
が怖いわ｣。｢妻よ，どうしようというのだ，どうしたらいいのだ。別れるの
が良いようだ。財産は，お前のものはお前に戻そう，妻よ，私のものは私に
戻そう」
こう合意するとケン・ウンドクは川の北側，向こう岸のパンクルに戻り，
ガジャパラは南岸のチャンパラ Camparaに残った。五日たたないうちにガ
ジャパラは死んだ。
人々は言い立てた「まだ生まれぬ子のなんと不思議にも危険なことよ。両
親はすぐに別れてしまったし，父親はもう死んでしまった」
やがて月満ちてケン・ウンドクは男の子を産んだ。彼女はこの子をパバジ
ャンガン pabajanganに捨てた。
たまたまレンボン Lembongという名の盗人がパバジャンガンに通りかか
り，何かが光っているのを見た。そこに下りていくと，赤子が泣いていた。
さらに近づくと，光っているのはこの赤子だった。抱き上げて家につれて帰
り，自分の子にした。ケン・ウンドクはレンボンが子供を引き取った（レン
ボンの手下の一人がそういった)，それもパバジャンガンで見つけたもので，
夜に光を発すると聞いた。レンボンのところに行ってみると，それは自分の
子だった｡「レンボン，お前はきっと，お前の見つけたその子のことを知ら
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ないだろう。それは私の子だよ。いわくを知りたいかい。バターラ・ブラフ
マが私に生ませたのよ。ちょうどお似合いさ。二人の母親と一人の父親を持
つんだから｣。レンボン夫婦はますますその子を慈しみ，少し大きくなると
レンボンは盗みに連れ出すようになった。ケン・アンロクは水牛の世話がで
きる年頃までパンクルに住んだ。ケン・アンロクはケン・ウンドクの全財産
とレンボンの全財産を使い果たし，あげくにルバク Lebak のアマンダラ
amandara〔隠者〕の水牛二頭の世話を任されていたのだが，その水牛を失っ
てしまった。
アマンダラは損害を8000ケペン kepengと査定した。今やアンロクは父母
から厳しく叱責された｡「息子よ，私たちは債務人にならざるをえない。お
前が逃げてしまわないとしても，やはりルバクのアマンダラのもとで債務人
になるしかない｣。ケン・アンロクはそれに耐えられず逃げてしまった。チ
ャンパラとパンクルの二人の父親のもとから去ったのだった。
家出したケン・アンロクはカプンドゥンガン Kapundunganに逃げた。誰
かのところに身を寄せようとしたが，誰一人として関わり合いになろうとし
なかった。
カルマン Karumanにバンゴ・サンパラン Bango samparanという賭博 saji
師がいた。バンゴ・サンパランは，カルマンのマランダン malandangに負か
され，借金が払えなくて，カルマンから逃亡してラブト・ジャル Rabut jalu
に詣でようとした。天からカルマンに戻るよう命じる声が聞こえた「わしに
子供がいて，お前の借金を清算してくれよう。ケン・アンロクという｣。バ
ンゴ・サンパランはラブト・ジャルを去り，一晩中歩きとおし，神の思し召
しと思われる男の子に出会った。まさしくケン・アンロクであった。その子
をつれてカルマンに戻り自分の息子とした。そして賭場に行き，マランダン
を見つけると再び勝負をした。今度はマランダンが負け，バンゴ・サンパラ
ンは失ったものをすべて取り戻した。明らかに神の配剤であり，賭場に行く
時ケン・アンロクをつれていった。
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バンゴ・サンパランは二人姉妹と結婚していた。姉はグヌク・ブントゥ
Genuk buntu，妹はティルタジャ Tirthajaという。妹の方の子供はパンジ・
バウク Panji Bawuk，ついでパンジ・クンチャン Panji Kuncangといい，そ
の弟たちはパンジ・クナル Panji Kunal とパンジ・クネンクン Panji
Kenengkungである。末っ子は女の子でチュチュプランティ Cucupurantiで
ある。グヌク・ブントゥがケン・アンロクを養子にした。ケン・アンロクは
長い間カルマンにいたが，パンジたちと反りが合わず去っていった。
つぎにケン・アンロクはカプンドゥンガンで牧童トゥワン・ティタ
Tuwan Tita と出会い仲良くなった。トゥワン・ティタは，サグングン
Sagenggengのブユト buyut〔村長]，トゥワン・サハジャ Tuwan Sahajaの息
子であった。
二人はとても仲良くなった。ケン・アンロクはトゥワン・サハジャのもと
で暮らすようになり，トゥワン・ティタと片時も離れることがなかった。二
人は読み書きを習おうとサグングンのジャンガン Jangganを訪ね，奉公に入
って教育を与えてくれるよう頼んだ。二人は読み方，母音と子音の使用法と
修正方法，チャンドラサンカラ candrasangkala〔紀年表記法]，そして暦法
つまり日，月，年，各種の週，ウク wuku〔７曜制の30週〕を学んだ。ジャ
ンガンの薫陶を得て二人はとても知識を身につけた。
ジャンガンはジャンブ jambuの樹を植え，庭の装飾になった。
樹はよく育ちたちまちたわわに実がついた。ジャンガンは実を取ってはな
らぬときつく言い，誰もこのジャンブの樹から実を取る者はなかった。ジャ
ンガンは「このジャンブの実が十分熟したら取ってもよろしい」と言ってい
た。ケン・アンロクは見るたびに食べたくなり，その思いは募るばかりであ
った。ある夜，人々が寝静まった時，ケン・アンロクも眠っていたが，彼の
頭からたくさんのコウモリが次々に飛び出してきて，一晩中ジャンガンのジ
ャンブを食べたのだった。朝になるとジャンブの実が庭に散らばっていた。
弟子たちはそれを拾い上げた。食い散らされた実が庭に散らばっているのを
見て怒ったジャンガンは，若者の一人に「ジャンブはどうしてだめになって
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しまったのか」と尋ねた｡「先生，コウモリがいて食べてしまったからです」
と一人が答えた。そこでジャンガンは籐 rotanの刺でジャンブの周りを囲み，
不寝番をさせた。ケン・アンロクはその夜も南の廊下に寝た。そこは干し草
がおいてあってジャンガンが時々アトゥプ atepを結ぶ場所の近くであった。
ジャンガンはケン・アンロクの頭からコウモリの黒い大群が出てきてジャン
ブの実を食べ尽くすのを見て怒った。大声でコウモリを追い払おうとしたが
無駄だった。ジャンガンはますます怒って，ケン・アンロクを追い出した。
もう真夜中だった。ケン・アンロクはびっくりして起き上がり，訳がわから
ないままに外に出ると，アランアラン alangalang〔ちがや〕の原に横たわっ
て眠った。しばらくしてジャンガンが見にいくと，アランアランの中で何か
が光っていた。何かが燃えているとギョッとしたが，光っているものをよく
よく見ると，ケン・アンロクがその光を出しているのだった。ケン・アンロ
クを起こして家に入って寝るように言った。ケン・アンロクはもういちど家
で寝た。次の朝ジャンガンはケン・アンロクにジャンブの実を摘んでくるよ
う命じた。喜んだケン・アンロクは「私にもう少し大きくならせてください。
そうすれば借りを返します」と言った。
ケン・アンロクは次第に大きくなり，トゥワン・ティタと一緒に水牛
kebo の世話をした。そしてサグングンの東，サンジャ Sanja のトゥガル
tegal〔畑〕に隠れ家を作り，トゥワン・ティタと一緒に通行人を襲うのだ
った。
カプンドゥンガン人の森で椰子酒を採る男に美しい娘がいた。娘は父親に
ついて森に行った。娘はケン・アンロクに犯された。この森をアディユガ
Adiyugaという。
ケン・アンロクの悪行はひどくなっていった。追剥を重ねた。ダハ Daha
にまでこうしてケン・アンロクが面倒を引き起こしているとの噂が伝わると，
ダハに臣従する，トゥングル・アムトゥン Tunggul ametungという名の，ト
ゥマプル Tumapelのアクウ akuwu〔太守〕がケン・アンロクを退治しよう
とした。
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ケン・アンロクはサグングンを離れてラブト・ゴロントル Rabut gorontol
に移った｡「追手は水に阻まれるべし。水は無から生じ，嵐もまたおこるべ
し。しかしてジャワには害なかるべし」と呪いの言葉を吐いた。
ラブト・ゴロントルを去り，ワヤン Wayang に移り，スカマンガラ
Sukamanggalaの原に移った。そこにいた鳥追いの身ぐるみを剥いだ。
ついでラブト・カトゥ Rabut Katuへ行った。追い詰められて，イチジク
のように大きなカトゥ katu樹を見るとその中に逃げ込んだ。
つぎにケン・アンロクは，ウォン・サンプールナ wong sampurnaの国ジ
ュンワトゥ Junwatuに逃げ，さらにルルンバン Lulumbangに逃げた。そこ
で外来人で戦士の息子であるガガク・イングト Gagak ingetのもとに滞在し
た。そこにしばらくいたが，再び追剥を働いた。
ケン・アンロクはつぎにカプンドゥンガンに戻り，パマラントゥナン
Pamalantenanにおいて盗みを働こうとした。人々は彼を見つけると追いか
けて取り囲み，もはや逃げ場がなくなると，川岸のタル tal樹に登った。し
かし夜が訪れると，彼がその樹に逃げ込んだのを知る人々は樹の下にカプン
ドゥンガン人を見張りに立て，警戒した。追手はタル樹を切り倒そうとした。
そのときケン・アンロクは泣き叫んで父の助けを求めた。するとケン・アン
ロクの耳に天空から声が聞こえた。タルの葉を取り，それを左右の翼として
東側の岸，向こう岸まで飛べという。お前はまだ死ぬまでに長い間があるの
だからと。ケン・アンロクは二枚のタルの葉を取るとそれを翼にして向こう
側の東岸に飛び，ラガマサ Ragamasa（またはナガマサ Nagamasa）に逃亡し
た。
ケン・アンロクはなおも追いかけられたが，オラン Oranの国にたどり着
くことができた。そこにも追手が迫ると，カプンドゥンガンに逃げ戻った。
そこでは田植えをしているアマンダラに会った。アマンダラはケン・アン
ロクを息子として受け入れかくまった。アマンダラには六人の子供がいて，
みな田植えをしていた。ちょうど一人が魚取りにいって五人になっていた。
不在の子に代わってケン・アンロクが田植えに加わった。追手がやってきて
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アマンダラに言った「アマンダラ，ひどいやっかい者を追いかけているんだ
が，こっちへ逃げてきただろう｣。アマンダラは答えた「見てのとおり，わ
しはけっして嘘をつかない。そいつはここにはいない。わしは六人子供がい
る。ここにちょうど六人田植えをしている。数えてみよ。六人以上いたら，
誰か他人がいるということだ｣。追手は言った「いかにも，アマンダラには
子供が六人いる。ここで六人田植えをしている｣。追手が行ってしまうとア
マンダラはケン・アンロクに言った「息子よ，立ち去りなさい。奴らはお前
を捜して戻ってくるかもしれない。あれこれ詮索されても，お前がわしのも
とに逃げてきたことは黙っていよう。森に逃げなさい｣。ケン・アンロクは
「追手を待つことはない」と言って，パタンタンガン Patangtanganという
名の森に至ることとなった。
続いてアノ Anoへと逃れ，さらにトゥルワグ Terwagの森へと至った。そ
こでケン・アンロクは以前に増して悪行を働いた。
さて，ウラハン Welahanの向かいに位置するルキ Lukiのアマンダラが豆
を植えるためガガ gaga〔陸田〕地を耕しにいった。水牛の世話をする少年
の食事も一緒にもっていった。竹筒に入れたそれを畝のひとつに置いた。豆
畑を一心不乱に耕した。食事は身をかがめてこっそりやってきたケン・アン
ロクが持っていってしまった。毎日こういう具合だった。少年の食事が毎日
消えてしまうことに驚いたアマンダラは「どうしてご飯が消えてしまうんだ
ろう」と言った。少年に畑を耕させ，自分はウラハンに隠れて牧童の弁当を
見張った。さっそくケン・アンロクが今日も弁当を失敬しようと森から出て
きた。アマンダラは声をかけた｡「お前なのか，若者よ，わしの水牛守の子
供のご飯を毎日持ち去るのは｣。｢そうです，アマンダラ，腹が減って食べ物
がないので毎日あの子の弁当をとりました｣。｢よろしい，若者よ，腹が減っ
たらわしの庵にきて，毎日ご飯を所望すればよい。わしは毎日客人がこない
かと心待ちにしているのだから｣。かくしてケン・アンロクはバトゥル
Baturに来るよう勧められ，ご飯とおかずをごちそうになった。アマンダラ
は妻に言った「ニニ・バタリ Nini bhatariよ，ケン・アンロクがここに来る
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ことがあったら，そしてわしが不在だったら，もてなしてやってくれ。可哀
相な奴なんだ｣。ケン・アンロクはそれから毎日来るようになったと言われ
ている。
ケン・アンロクはそこからルルンバンにゆき，バンジャル・コチャペト
Banjar kocapetに来た。
さて，トゥルヤンタパダ Turyantapadaのアマンダラがカバロン Kabalon
から戻ってきた。ムプ・パロトMpu Palotという名のこのアマンダラはダル
マカンチャナ dharmakancana〔錬金術〕を有していた。その達人であるカバ
ロンのヒャン・ブユト hyang buyutの弟子であった。ムプ・パロトは五タヒ
ル tahilの金をもってカバロンから帰り，ルルンバンで一休みした。一人で
トゥルヤンタパダに戻っていくのは気が進まなかった。道中を脅かす者がい
ると言われているからである。それはケン・アンロクという奴にちがいない。
ムプ・パロトはそれが同一人物かどうかわからなかった。
そこでムプ・パロトはケン・アンロクに出くわした｡「やい，そこの奴，
どこへ行く｣。ムプ・パロトは答えた「若者よ，わしはカバロンから来て，
トゥルヤンタパダに戻るところだ。道中を心配している。ケン・アンロクと
いう奴に襲われるかもしれないから｣。ケン・アンロクはほくそ笑んで言っ
た「わかった，おれが送っていってやろう。もしケン・アンロクに出会った
ら，おれが引き受けてやる。あんたはそのままトゥルヤンタパダに戻ればい
い，心配ないさ｣。この約束を聞いたトゥルヤンタパダのムプはおおいに恩
義に感じ，家に帰ると彼にダルマカンチャナを教えてやった。ケン・アンロ
クはたちまちこれをマスターし，その不可思議な能力は，比べることがあっ
たとすれば，ムプ・パロトに劣るものではなかった。この隠者もまたケン・
アンロクを養子とした。トゥルヤンタパダの庵をマンダラ・イン・バパ
Mandala ing bapaともいうのはそのためである。
さて，ムプ・パロトを父としてからのケン・アンロクの振る舞いは次のよ
うであった。ムプ・パロトはまだ何か欠けるものがあったので，ヒャン・ブ
ユトのもとでダルマカンチャナを余すところなくマスターし，自分が残して
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きた金を全部持ち帰るようにとケン・アンロクをカバロンに行かせた。カバ
ロンの人々はやってきたケン・アンロクを信用しなかった。これに腹を立て
たケン・アンロクは「パナペン panapenの中にウンバン embangあるべし」
と呪いの言葉を吐き，そこの首長を殺そうとした。長はヒャン・ブユトのも
とに逃げ込んできた。グルヒャン guruhyangたちからカプンタン kapuntan
まですべての隠者が呼び集められた。彼らはガムラン gamelanの槌を持って
出てきて，ケン・アンロクを追いかけ，槌で叩き，殺してしまおうとした。
その時，天空から声が聞こえた「その男を殺してはならぬ，隠者たちよ。そ
れはわたしの息子じゃ，この世でなすべきことがまだまだたくさんあるのじ
ゃ｣。隠者たちは天空からこう呼びかけているのを聞いた。ケン・アンロク
を介抱して意識を回復させた。そこでケン・アンロクは「カウィ山の東には
ダルマカンチャナに半可通の隠者はなかるべし」と誓いの言葉を述べた。そ
の後ケン・アンロクはカバロンからトゥルヤンタパダにゆき，マンダラ・イ
ン・バパの隠者はいまやダルマカンチャナを完全に獲得した。
ケン・アンロクはマンダラ・イン・バパを去ると，トゥガラン Tugaranの
近くに行った。トゥガランのブユトはケン・アンロクと関わり合いたくなか
った。ケン・アンロクはそこの人々を困らせた。そのためゴーパラ gopala
によって取り上げられてマンダラ・イン・バパに戻された。さて，ケン・ア
ンロクはガガ地で豆を植えている，トゥガランのブユトの娘にであうと犯し
てしまった。豆は長い間袋の中にあったので，トゥガランの豆は艶やかで丸
くて大きい。トゥガランからマンダラ・イン・バパに戻ったケン・アンロク
は言った「自分が何者かになったなら，マンダラ・イン・バパの隠者に銀で
大きな贈り物をするだろう」
ケン・アンロクが再び悪行を働いていて，トゥルヤンタパダに潜んでいる
という知らせがダハに伝わると，人々は再び彼を退治しようとした。ダハの
者共がケン・アンロクを追いかけた。ケン・アンロクはマンダラ・イン・バ
パを去り，プスタカ Pustaka山に逃げた。
ケン・アンロクはそこからリンベハン Limbehanにゆき，そこのブユトが
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同情してかくまってくれたが，ラブト・クドゥン・パニティカン Rabut
kedung Panitikanに行って寝た。ウク・ワリガドヤン wuku Warigadyanの黒
い水曜日にラブト・グヌン・ルジャル Rabut gunung Lejarに行かねばならな
いという啓示をえた。パニティカンのニニ niniが言うには「そこで神々の
集まりがある。私があなたを潜ませてあげよう，だれにも気づかれないよ。
私は神々の集まりがあるとルジャル山を掃除しなければならないのだよ」
そこでケン・アンロクはルジャル山にゆき，ウク・ワリガドヤンの黒い水
曜日がくると，集まりのある場所に行った。ゴミの山のなかに隠れ，パニテ
ィカンのニニに草をかけてもらった。すると七つの音が聞こえた。雷鳴，轟
音，地震，雷光，稲妻，旋風，暴風。思いもよらぬ降雨がひとしきり。東か
ら西に途切れることのない虹がかかり，そして休む間もなく騒がしく荒れ狂
う声が聞こえた。集まった神々が次々に考えを言うのだった｡「……ならば，
奴こそジャワの島を堅固にする」｢誰がジャワの島の王になるべきか｣。バタ
ーラ・グルが答える「神々よ，知るべし。わしにはパンクルの女に人間に生
まれさせた息子がいる。これこそジャワの島を強固にするだろう｣。今やケ
ン・アンロクがゴミの山から姿を現した。神々は彼のほうを見ると，彼を承
認し，彼がやがて王となりバターラ・グルと称することを確信した。神々は
全員の大きな歓呼のうちにこのように決定した。
ケン・アンロクには運命によって，ジャンブドウィーパ Jambudwipaから
来たばかりの誉れ高いバラモンのロフガウェ Lohgaweを父親とすることが
定められていた。タロカ Talokaに捜しに行かねばならなかった。こうして
カウィ山の東に初めてバラモンが到来した。ジャワへの旅を船でしたのでは
なかった。三枚のカカタン kakatangの葉に乗ってやってきた。タロカ地方
に着くとあちこちケン・アンロクを捜した｡「若者がいるはずだが。手が長
くて，膝が分厚くて，右手に車輪の印を持ち，左手に貝殻の印を持っている
のが見えるはず。ケン・アンロクといい，わしは礼拝の中でその者を見た。
その者はバターラ・ウィシュヌ Bhatara Wisnuの化身なんだが，バターラ・
ウィシュヌはジャンブドウィーパでわしに『ロフガウェ尊師よ，お前はわし
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の像をずいぶん長く崇めてきたが，わしはもはやここにはおらぬ。わしはジ
ャワで人間に化身した。ついてこい。わしはケン・アンロクである。賭場で
わしを捜せ』と申された｣。まもなくロフガウェは賭場でケン・アンロクに
出会った。側から注視すると，まさしく礼拝の中で見た人であった。ケン・
アンロクに近づいて言った「若者よ，ケン・アンロクか。わしはお前を知っ
ている。礼拝の中で眺めたから｣｡「まさしく，尊師よ，私がケン・アンロク
です｣。バラモンは彼を抱いて言った「わしの子にしよう，若者よ。不運な
ときには助けよう，お前がどこに行こうとも面倒をみよう｣。ケン・アンロ
クはタロカを去り，バラモンとともにトゥマプルに向かった。そこに着くと，
念願かなってアクウのトゥングル・アムトゥンに謁見する好機があった。ま
さしく謁見であった。トゥングル・アムトゥンは言った「バラモンどの，よ
うこそいらっしゃいました。どちらからお越しですか，初対面ですが｣。｢若
者よ，アクウよ，わしは海を越えてきた。息子よ，よろこんでそなたに仕え，
そなたのもとに滞在しよう。この養子の息子もよろこんでそなたに仕えるで
しょう｣。｢尊師よ，あなたが私のもとに滞在されるのはとてもうれしいこと
です｣。ケン・アンロクはこうしてしばらくの間トゥマプルのアクウ，トゥ
ングル・アムトゥンに仕えた。
さてそのころ，パナウィジェン Panawijenにマハーヤーナｍahayana〔大
乗〕派の学識ある仏僧がいた。ムプ・プールワ Mpu Purwaといい，パナウ
ィジェン人の土地に庵を持っていた。マハーヤーナ派になる前にもうけた一
人の娘がいた。ケン・ドゥドゥス Ken Dedesという名の，それはそれは美
しい娘であった。並ぶものなき美しさと人の口に上り，その評判はカウィ山
の東，トゥマプルまで聞こえてきた。トゥングル・アムトゥンはこれを聞く
とパナウィジェンにゆき，ムプ・プールワの住処を訪ね，そこでケン・ドゥ
ドゥスを見て，娘の美しさにすっかりのぼせ上がってしまった。ムプ・プー
ルワはちょうど留守にしていて，ケン・ドゥドゥスは無理やり連れ去られて
しまった。ムプ・プールワが戻ってみると，はたして娘はいなかった。わけ
のわからぬままに，恐るべき呪いを投げかけた「わしの子をかどわかした者
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よ，娘を最後まで味わい尽くす前に，秘かにクリス keris〔短剣〕で殺され
るべし。パナウィジェン人の泉は枯れはて，この流域から水の流れ出ること
なかるべし，わしの娘が犯されしを伝えざりしゆえに。そしてカルマ・アマ
マダンギ karma amamadangiを学びしわが子のためには，大きな幸運に与ら
んことを」
ケン・ドゥドゥスがトゥマプルにきてから，トゥングル・アムトゥンは彼
女と寝た。そしてやさしく愛情をそそぎ，妊娠の最初の兆候が現れると，彼
女をつれてボボジ Boboji宮殿に遊んだ。ケン・ドゥドゥスは車に乗ってい
った。庭で車から下りるとき，ふとした拍子に太股がむき出しになり，内奥
まで見えた。ケン・アンロクはそこに炎の燃え熾るのを見た。これに惑乱さ
れ，そして彼女があまりに完全で比類なく美しいので，恋の虜となり自分を
失ってしまった。
トゥングル・アムトゥンが行楽から戻ってから，ケン・アンロクはロフガ
ウェ尊師にことの次第を語った「尊き父上，内奥を炎で光り輝かせる女性と
は何者でありましょう。幸運不運いずれをもたらしましょうか｣。｢それは誰
のことか，息子よ｣。｢父上，女性がおりまして，その内奥を見てしまったの
です｣。｢息子よ，そのような女はナーリーシュワリー nariswariじゃ，最高
の女である。息子よ，このうえなく哀れな男よ，その女を我が物となしうる
男は世界の征服者になる｣。ケン・アンロクはすこし沈黙してから言った
「尊き父上，内奥が燃え熾る光を発する女性はトゥマプルのアクウの妃です。
かくなるうえは，奴をクリスで暗殺して命をいただきましょう，私の手で死
なせましょう，父上がお許しになるのなら｣。｢息子よ，トゥングル・アムト
ゥンはお前の手に倒れるだろう。しかし，お前のなしたいことに賛成せよと
はお門違いじゃ。バラモンにふさわしい振る舞いではない。したいようにす
るがよい｣。｢では父上，お暇いたします｣。｢いずこに参るか，息子よ｣。｢カ
ルマンです。バンゴ・サンパランが住んでおります。私を養子にした博徒で，
私をとても愛してくれます。私に賛成してくれますよねと尋ねるつもりです｣。
｢それは良い，しかし，息子よ，カルマンに長居してはならぬ｣。｢長居する
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ほどのことがありましょうか」
ケン・アンロクはトゥマプルからカルマンにゆき，バンゴ・サンパランに
会った｡「どこに行ってたんだ，ずいぶんご無沙汰じゃないか。お前が戻っ
てくるなんて夢みたいだ。ほんとに長かった｣。｢トゥマプルでアクウに仕え
ていました，父上。ここに来ましたのは，アクウの妃が車から下りるとき，
内奥があらわになって，燃え上がる輝きを発するのを見たからです。ジャワ
に来たばかりのバラモンがいまして，ロフガウェ尊師ですが，私を養子にし
ました。私は尊師に尋ねました『内奥を炎で光り輝かせる女性は何者でしょ
う』。尊師は答えました『そのような者は至上の女で，アルダナーリーシュ
ワリー ardhanariswariと呼ばれる者である。わけても幸運をもたらす者であ
る。この女を妻にした者は世界の征服者になるのだから』。さて，バンゴ父
上，私は王になりたい。その妃と結婚して王になるためにトゥングル・アム
トゥンを殺したい。父上，そして尊師たる父に祝福を求めたところ,『アン
ロクよ，息子よ，バラモンは他人の妻を我が物にすることに賛成するわけに
いかないが，何事も思い通りにせよ』とのことでした。だから今父上のもと
に来たのです。トゥマプルのアクウを暗殺するのに，確かに我が手で死なせ
ることに祝福をいただくために｣。｢それは良い。息子よ，お前がトゥングル
・アムトゥンをクリスで秘かに亡き者にするのにわしは賛成だ。しかし，ア
ンロク，あのアクウは手ごわいぞ。お前がなまくらなクリスでかかっていっ
たら，やりおおせないで終わるやも知れぬ。ルルンバンにプ・ガンドリン
Pu Gandringという友達がいる。この男の作るクリスは良い。だれも耐えき
れない。二度刺す必要がない。この男にクリスを作らせなさい。そのクリス
を手に入れたらトゥングル・アムトゥンを殺すがよい｣。バンゴ・サンパラ
ンがこの助言を与えると，ケン・アンロクは言った「では父上，まいります。
ルルンバンに」
ケン・アンロクはカルマンを去ってルルンバンに行った。鍛冶仕事をして
いるガンドリンに会うと尋ねた｡「あんたはきっとガンドリンだね。では，
おれにクリスを作ってくれ。五カ月で仕上げるんだ｣。｢五カ月ではできない。
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いいものを欲しいのなら，十分叩くのに丸一年はかかる｣。｢どれくらい磨き
がかかっているかはどうでもよい。五カ月でできなくちゃいかん」
ケン・アンロクはルルンバンからトゥマプルに行った。尊師ロフガウェの
もとに来た。ロフガウェは「どうしてカルマンに長くいたのだ」と尋ねた｡
「途中でルルンバンにも行ってました」
ケン・アンロクは今度は長くトゥマプルにとどまった。五カ月になろうと
するころ，ムプ・ガンドリンにクリスを注文したときにした約束を思い出し
た。ルルンバンにいくと，ムプ・ガンドリンはちょうどケン・アンロクが注
文したクリスを仕上げるためにヤスリをかけているところだった｡「おれの
注文したクリスはどこにある｣。｢アンロクよ，息子よ，いまヤスリをかけて
いるのがそれだ｣。ケン・アンロクは見せてもらうと，あからさまに腹を立
てて言った「まだ磨き上がっていないなんて，なんてこった。ひどいもんだ。
五カ月もかかってるというのに｣。かっとなったケン・アンロクはそのクリ
スで，作り手のガンドリンを一刺しした。続いてヤスリ屑を集めてあった石
臼に切りつけると，二つに割れた。さらにガンドリンの金床に打ちつけると，
これも砕けた。そのときガンドリンが言った「そのクリスによってアンロク
は死ぬだろう。その子や孫もそのクリスで死ぬだろう。七人の王がそのクリ
スで死ぬだろう｣。言い終わると鍛冶師は死に絶えた。ガンドリンが死んで
しまったことにケン・アンロクはがっかりした様子だった｡「おれがなりた
いものになったなら，ルルンバンの鍛冶師の子孫に代々感謝の証拠を捧げよ
う｣。彼はトゥマプルに戻っていった。
トゥングル・アムトゥンにクボ・ヒジョ Kebo hijoというお気に入りがい
た。クボ・ヒジョはケン・アンロクと仲がよかった。ケン・アンロクがチャ
ンクリン cangkring樹の柄の 柄にはまだ刺がついたままで，樹脂で固定
されていなかった 新しいクリスを帯びているのを見たとき，クボ・ヒジ
ョはそれがとても気に入った｡「なあ，兄弟，そのクリスをもらうよ｣。クボ
・ヒジョはそれが魅力的で美しかったので身につけた。そのクリスを長い間
帯びていたのでトゥマプルの人は誰もクボ・ヒジョが新しいクリスをして歩
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いていると知っていた。アンロクはクリスを盗むのに成功すると，アクウの
館に人々が眠っている夜間に忍び込み，偶然にも助けられて気づかれること
なくトゥングル・アムトゥンの寝所に至り，心臓を一突き貫いて殺してしま
った。ガンドリンのクリスはわざと刺したままにしておいた。翌朝になって
トゥングル・アムトゥンの胸にクリスが刺さっているのが見つかり，それは
クボ・ヒジョが毎日帯びていたものとわかった。トゥマプルの人々はみな言
った「クボ・ヒジョがトゥングル・アムトゥンを殺したことは間違いない。
奴のクリスがトゥマプルのアクウの胸に刺さっていたのだから｣。クボ・ヒ
ジョはトゥングル・アムトゥンの家族に捕まり，ガンドリンが作った件のク
リスを刺されて死んだ。
クボ・ヒジョにマヒシャ・ランディMahisa randiという息子があり，父の
死をおおいに嘆き悲しんだ。ケン・アンロクは同情して自分の楯持ち katik
にしてやった。
さて，神々はケン・アンロクがケン・ドゥドゥスと結婚する手筈を整えね
ばならなかった。念願であった。トゥマプルの人々は誰もケン・アンロクの
振る舞いに口を挟もうとしなかった。トゥングル・アムトゥンの家族も沈黙
を守った。誰も口を挟まないのでケン・アンロクはケン・ドゥドゥスと結婚
した。
ケン・ドゥドゥスはそのときすでにトゥングル・アムトゥンの子を身籠も
っていて，妊娠三カ月だった。それでもケン・アンロクはケン・ドゥドゥス
と交わり，二人は強く愛し合った。
月満ちてケン・ドゥドゥスは男児を生んだ。トゥングル・アムトゥンの子
である。アヌーシャパティ Anusapati と名付けられ，別名をアヌンガ
Anengahといった。
ケン・ドゥドゥスは結婚生活の中でもう一人の子供をえた。ケン・アンロ
クの息子，マヒシャ・ウォン・アトゥルン Mahisa wong atelengである。二
番目は，別名サプラン Saprangという。三番目はアグニバヤ Agnibhaya。そ
して娘，デーウィ・リンブ Dewi Rimbu。かくしてケン・アンロクはケン・
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ドゥドゥスから四人の子を得た。
側室 selir のケン・ウマン Ken Umang からは，息子，別名トフジャヤ
Tohjaya，二番目の息子，別名スダトゥ Sudhatu，三番目の息子，トワン・ウ
ルゴラ Twan Wergola，そして娘デーウィ・ランビ Dewi Rambiを得た。
つまり七男二女，合計九人の子があった。
カウィ山地の東側ではこのように事態が変化した。カウィ山の東の人はみ
なケン・アンロクを畏怖した。このとき初めてケン・アンロクは王（ラトゥ
ratu）になりたいと考えた。それをトゥマプルの人々も願った。
さて，ダハの王ダンダン・グンディス Dangdang Gendisは神の恩寵を得る
者として聖職者たちに言った「シワ教のまた仏教の聖職者たちよ，お前たち
がわしにスンバ sembah〔礼拝〕しないのはどうしたことか。わしはバター
ラ・グルなるに｣。カディリの聖職者たちは一人の例外もなく答えた「陛下，
聖職者が王にスンバしたためしがありません｣。みながこう言った。ダンダ
ン・グンディスは言った「いままでそれをしなかったとしても，これからは
わしの前でスンバせよ。お前たちにわしの超能力がわからぬのなら，ちょっ
と見せてやろう｣。ダンダン・グンディスは槍の柄を地面に突き刺すとその
上に座って言った「見よ，聖職者たちよ，わしがいかに不思議な力を持つか｣。
そしてまさしくバターラ・グルと同じく四肢，三眼となってみせた。ダンダ
ン・グンディスにスンバするのを義務づけられたダハの聖職者たちは，やは
りそれを望まず，抵抗し，トゥマプルのケン・アンロクのもとに逃亡した。
このときからトゥマプルはダハの支配から脱した。
ついでケン・アンロクはトゥマプル シンガサリ王国のことである
の王（プラブ prabhu）として認められ，シュリー・ラージャサ，サン・ア
ムールワブーミの名でダハのシワ教と仏教の聖職者たちの敬意を受けた。そ
の聖職者の中でロフガウェ尊師が最上位であった。
ケン・アンロクはいまや，かつてまだ世に出る前に自分を愛してくれた人，
同情してくれた人すべてを援助し，思いやりに報いるのであった。たとえば
バンゴ・サンパラン，またトゥルヤンタパダのアマンダラは言うまでもなく，
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そしてルルンバンの鍛冶師プ・ガンドリンの子供たち。ルルンバンの百人の
鍛冶師がサアリク・プリ saarik purih，サタンパキン・ウルクネ satampaking
wulukune，ワドゥン・パチュレ wadung-paculeの税を免除された。クボ・ヒ
ジョの息子はプ・ガンドリンの子供たちと同じ特権を与えられた。父なる尊
師ロフガウェがウィシュヌ教の女に生ませた息子，若者のサダン Sadang
（ないしサダ Sada）は，父バンゴの娘チュチュプランティと結婚しなけれ
ばならなかった。これがサン・アムールワブーミの命令であった。
シンガサリはとても栄え，みなが安寧を享受した。
やがてケン・アンロクが王（ラトゥ）になったという噂が広まり，ダンダ
ン・グンディス王のもとに，サン・アムールワブーミがダハに向かって進撃
しようとしていると報せが入った。ダンダン・グンディス王は言った「だれ
がわしの国を征服できよう。それができるのは，バターラ・グルが天から降
りてきた場合にかぎられる｣。このことが伝えられると，ケン・アンロクは
言った「聖職者たちよ，わしがバターラ・グルの名を帯びるのを許したまえ｣。
彼らの承認をえて，ケン・アンロクはただちにそう称した。その後ダハを攻
撃した。ダンダン・グンディス王はトゥマプルのサン・アムールワブーミが
ダハに向けて出撃したと聞いて言った「ああ，悲しいかな。アンロクには神々
の恩寵と援助があるのだから｣。トゥマプル，ダハ両軍はガントゥル Ganter
の北で会戦した。ともに堂々と戦い手痛い損害を受けたが，ダハが負けた。
ダンダン・グンディスの弟，クシャトリアのラデン・マヒシャ・ワルンガン
Raden Mahisa walunganは華々しく戦死し，マントリ mantri〔重臣〕の一人
グバル・バルマン Gubar balemanも同じだった。二人は圧倒的なトゥマプル
勢に対して獅子奮迅の戦いをした。ついで，大将が倒されるとダハの軍は潰
走した。蜂の群れ飛ぶように逃げ，立て直しようがなかった。ダンダン・グ
ンディス王も戦場から退却し，神殿 dewalayaに逃げ，そして馬と盾持ちと
いっしょに，パユン payung〔傘〕持ちとシリ sirih持ち，水係の小姓と敷物
係の小姓といっしょに，首を吊った。ダンダン・グンディスの妻たち，デー
ウィ・アミサニ Dewi Amisani，デーウィ・ハシン Dewi Hasin，デーウィ・
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パジャ Dewi Pajaは，ダンダン・グンディスが戦いに敗れて神の住処へ旅立
ったと知らせを受けると，クラトン kraton〔王宮〕や一切とともに不可視の
ものとなって，姿を消した。
ケン・アンロクのダハに対する勝利は完全だった。今や敵を打ち負かした
のでトゥマプルに帰り，ジャワを支配した。
彼が王になったシャカ年は，ダハ陥落の年と同じで1144年〔AD1222〕で
ある。
言い伝えによると，しばらくして，トゥングル・アムトゥンの息子のアヌ
ーシャパティが養育係に質問したことがあった。養育係は「私はあなたの父
上が恐ろしい。母上に言いなさるがよい」と言った。ヌーシャパティは母親
に尋ねずにはおれなかった｡「母上，お尋ねします。異母兄弟たちはともか
く，私の兄弟姉妹たちとは違って，私が父上にまったく似ていないのはどう
いうことですか｣。サン・アムールワブーミの最期が近づいているのは明ら
かだった。ケン・ドゥドゥスは答えた「これはお前が父上を信じないのに近
い。しかし，もしどうしても知りたいのなら，お前の実の父親はトゥングル
・アムトゥンです。その死去の時，わたしは妊娠三カ月でした。そしてわた
しはサン・アムールワブーミの妻にされたのです｣。｢とすると，母上，サン
・アムールワブーミは私の父ではない。しかし私の父はどのようにして死ん
だのですか｣。｢サン・アムールワブーミが，息子よ，殺したのです｣。ケン
・ドゥドゥスは，あたかも息子に真実を語り過ぎたと後悔するかのように沈
黙した。ヌーシャパティは言った「母上，父上はガンドリンのクリスを持っ
ています。わたしはそれが欲しいのです，母上｣。ケン・ドゥドゥスはそれ
を息子に与えた。アヌーシャパティはいとまをこい，自分の館に戻った。
アヌーシャパティはバティル Batilのパンガラサン pangalasanを呼び出し
て，ケン・アンロクを殺すよう命じた。ガンドリンのクリスを渡して，それ
でサン・アムールワブーミを殺すよう命じた。ヌーシャパティはこのバティ
ルの男を買収するのに成功した。男はクラトンに行き，ちょうど食事中のサ
ン・アムールワブーミを見つけ，刺し通した。サン・アムールワブーミが殺
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されたのはウク・ランドゥプ Landep，木曜日ポン Ponの日，食事中で，サ
ンデ・ジャブン sande jabungつまりちょうど日が落ちて，サンダ sandaに火
をともす頃だった。バティルの男はサン・アムールワブーミを殺すとアヌー
シャパティのもとに逃げてきて,「お父上を殺しました」と言った。ただち
にヌーシャパティは彼を刺し通した。トゥマプルの人々は「王はバティルの
パンガラサンにだまし討ちにされたが，アヌーシャパティがこの男を同じや
りかたで殺した」と言った。
サン・アムールワブーミはシャカ1169年〔AD1247〕に死んだ。カグヌン
ガン Kagenenganに葬られた。
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